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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２４年１０月分） 

２０２４年１１月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

 

目次（以下は主なトピックを抜粋） 

１．国内情勢 

（１） 国家レベル 

●洪水被害の発生（４日） 

●地方選挙の実施（６日） 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●警察署の襲撃及び警官殺害（２４日） 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●歴史教育カリキュラムの一時差し止め（１１日） 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセスを含む） 

●大統領評議会３メンバーのブルド・ブリユニ・プロセス首脳会合出席（８日） 

●クリシュト閣僚評議会議長のベルリン・プロセス首脳会合出席（１４日） 

●ドディックＲＳ大統領のＢＲＩＣＳサミット出席（２０日～２５日） 

●フォン・デア・ライエン欧州委員長のＢＨ訪問（２４～２５日） 

（２）二国間関係 

●ハマスによるテロ犠牲者追悼レセプションの中止及び別会場での実施（２日、１５日） 

●ブルガリア大統領のＢＨ訪問（１６日～１７日） 

●アルバニア大統領のＢＨ訪問（２２日～２３日） 

●モンテネグロ大統領のＢＨ訪問（３０日） 

（３） 日・ＢＨ関係 

●令和５年度草の根・人間の安全保障無償資金協力「フォイニツァ市診療所救急車整備計画」

引渡式の実施（１１日） 

３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

（２）経済政策・公共事業 

（３）経済協力 

（４）民間セクター 

（注：この月報は、当地紙報道などの公開情報をとりまとめたものです。） 

 



2 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●洪水被害の発生（４日） 

 ３日深夜～４日早朝にかけての大雨の影響

により、ＢＨ各地で洪水及び土砂崩れの被害

が発生し、ヘルツェゴビナ・ネレトバ・カントン

（ヤブラニツァ市及びコニッツ市）と中央ボスニ

ア・カントン（フォイニツァ市）で２７名が死亡し

た。特に、長年にわたり違法な採掘が続いて

いたとみられる採石場の崩落が発生したドー

ニャ・ヤブラニツァ（ヤブラニツァ市に所在）に

おける被害は甚大であり、犠牲者は１８名に

のぼった。また、ヤブラニツァ周辺では道路へ

の土砂の流入、鉄道の敷設された地面の崩

落等が発生し、サラエボからモスタル方面へ

の交通の遮断が継続した。モスタル方面への

道路は１６日より制限なしでの通行が可能とな

ったが、ヤブラニツァ～ブリディニェ間は依然

通行止め。鉄道については、復旧まで約３ヶ

月を要するとみられている。 

●地方選挙の実施（６日） 

 １０月６日、ＢＨ統一地方選挙が実施された。

なお、洪水被害を受けた４自治体（ヤブラニツ

ァ、キセリャク、クレシェボ、コニッツ）の全投票

所及びフォイニツァの２投票所については実

施が延期。ヤブラニツァを除く４自治体では２

０日の実施となった。 

 今般の選挙では、ＥＵ及びＵＳＡＩＤ（米国国

際開発庁）の支援により、一部投票所におい

てスキャナー、指紋認証、監視カメラ等の新技

術導入に係るパイロット・プロジェクトが実施さ

れた。 

 暫定結果においては、各都市で大勢に変化

はないものの、国政与党である人民と正義（Ｎ

ｉＰ）の勢力低下、社会民主党（ＳＤＰ）のサラエ

ボ等での得票の伸張等が注目された。また、

主要都市ではバニャ・ルカ市長選において現

職のスタニブコビッチ市長（ＰＤＰ）が当選した

ほか、カリッチ現サラエボ市長はノボ・サラエ

ボ区長選で当選を確実にした。 

●ＳＩＰＡ副長官の解任（２３日） 

 ２３日、ガリッチＢＨ国家捜査・保護庁（ＳＩＰＡ）

副長官の解任が正式に決定。同人は汚職及

び組織犯罪への関与容疑で捜査対象となり、

本年７月９日以降クロアチアに逃亡、８月８日

に国際指名手配されており、解任が求められ

ていたが、退職金を受け取るために本人は辞

職を希望していた。１０月２２日にＢＨ下院でガ

リッチ副長官の解任を求めるイニシアティブ

（我々の党発案）が採択されたことを受け、コ

ナコビッチ外相は正式にガリッチ副長官の解

任を発表。同人は退職金を受け取ることがで

きなくなった。 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●警察署の襲撃及び警官殺害（２４日） 

 ２４日深夜、ボサンスカ・クルパ（ＢＨ北西部、

ウナ・サナ・カントン）で、１５歳の少年が警察

署に侵入し警官を襲撃。１名を死亡させ、１名

に重傷を負わせる事件が発生した。当局は本

件をテロ攻撃と認定して少年を逮捕したほか、

過激派との関与の疑いにより、ビハチ大学（ウ

ナ・サナ・カントン県都）イスラム学部教授やボ

サンスカ・クルパのイスラム学校関係者を含

む８名を逮捕した。家宅捜索では、武器及び

アラビア語の文書等が押収された。うち５人が

後日釈放され、移動の制限や互いの接触禁

止等の措置が講じられた。 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●歴史教育カリキュラムの一時差し止め（１１

日） 

 １１日、ＢＨ憲法裁判所はＢＨ下院議員１３名
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の要請を受け、ＲＳの９年生（日本の中学３年

生に相当）の歴史教育カリキュラムの単元「Ｒ

Ｓと祖国防衛戦争」の合憲性を判断するにあ

たり、同単元の運用を暫定的に停止する決定

を下した。本決定は、カリキュラムの合憲性が

最終的に判断されるまで有効となる。 

 ＢＨ憲法裁判所は、本カリキュラムが異なる

民族の生徒同士に分断と差別をもたらす危険

性があると指摘した。他方、ＲＳ側からは、セ

ルビア系裁判官が不在の憲法裁判所は破綻

した機関であり、その決定に正当性は存在し

ないとの反応があった。 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●大統領評議会３メンバーのブルド・ブリユ

ニ・プロセス首脳会合出席（８日） 

 ８日、大統領評議会３メンバーはモンテネグ

ロのティヴァトで開催されたブルド・ブリユニ・

プロセス首脳会合に出席。ベチロビッチ議長

は会合でのスピーチにおいて、地域協力の重

要性を強調し、ベルリン・プロセスの枠組みに

おける合意の履行の必要性を指摘した。また、

近隣諸国に対してロシア的なアプローチで望

むのではなく、経済発展に焦点を当て、ＥＵ型

の地域協力的なアプローチを取るべきである

と述べた。 

●クリシュト閣僚評議会議長の南東欧・ウクラ

イナ・サミット出席（９日） 

  ９日、クリシュト閣僚評議会議長はドゥブロ

ブニクにて行われた南東欧・ウクライナ・サミッ

トに出席。ウクライナに対する変わらぬ支持を

表明するとともに、ＥＵ加盟に向けた努力の継

続を表明。また、ゼレンスキー大統領と会談し、

同大統領及び国民に対する激励のメッセージ

を伝達するとともに、本年の政府間協議（ＩＧＣ）

開催の達成等、同国のＥＵ加盟プロセスの進

展に祝意を表した。 

●クリシュト閣僚評議会議長のベルリン・プロ

セス首脳会合出席（１４日） 

 １４日、クリシュト閣僚評議会議長は、ベルリ

ン・プロセス発足１０周年の機会にベルリンで

行われた首脳会合に西バルカン各国首脳、フ

ォン・デア・ライエン欧州委員会委員長、オル

バーン・ハンガリー首相等と共に出席。スピー

チにおいてこれまで同プロセスの枠組みで達

成してきた成果に言及しつつ、本年中に必要

な改革を達成できるよう取り組み続ける旨強

調した。 

●ドディックＲＳ大統領のＢＲＩＣＳサミット出席

（２０日～２５日） 

 ドディックＲＳ大統領はロシアのカザンで開

催されたＢＲＩＣＳサミットに出席し、プーチン大

統領のほか、アリエフ・アゼルバイジャン大統

領等と会談。また、ロシアメディアの取材に応

じ、世界を平和と安定に導く枠組みとしてのＢ

ＲＩＣＳの役割に期待を表明しつつ、西側がＲＳ

の弱体化を企み、さらにはロシアを分割しよう

としていると批判した。また、ボシュニャク系を

西バルカンにおける反ロシアの急先鋒である

として批判。 

●フォン・デア・ライエン欧州委員会委員長の

ＢＨ訪問（２４～２５日） 

 西バルカン諸国を訪問中のフォン・デア・ライ

エン欧州委員会委員長はＢＨを訪問。洪水及

び土砂崩れで大きな被害を受けたヤブラニツ

ァを訪問後、サラエボで大統領評議会３メンバ

ー及びクリシュト閣僚評議会議長と会談した。

フォン・デア・ライエン委員長はＢＨがこれまで

にＥＵ加盟プロセスにおいて成し遂げた成果

を挙げ、重要改革の履行の重要性を強調。 
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（２）二国間関係 

●ハマスによるテロ犠牲者追悼レセプション

の中止及び別会場での実施（２日、１５日） 

 １０月１５日に当地イスラエル大使館（アルバ

ニアに所在）主催により、ハマスによる対イス

ラエル・テロから１年の追悼レセプション及び

写真展がサラエボ市内のホテル・ヨーロッパで

行われる予定となっていたが、１０月２日、会

場側が中止を発表した。 

 本件を巡っては、カリッチ・サラエボ市長がガ

ザにおけるイスラエルのジェノサイドという事

実を無視して一方の被害のみを喧伝すること

は挑発行為であるとして非難し、会場側に行

事実施の再考を求めていた。報道によれば、

会場側も予約を受けた際には詳細を承知して

おらず、報道により行事内容を把握したとされ

る。 

 なお、本行事は１５日に東サラエボ市（ＲＳ）

の国立劇場において写真展とドキュメンタリー

映画の上映という形で行われた。 

●チェコ外相のＢＨ訪問（１０日） 

 １０日、リパフスキー・チェコ外相がＢＨを訪

問し、ベチロビッチＢＨ大統領評議会議長、コ

ナコビッチ外相及びシュミット上級代表と会談

した。外相会談後、両国外交アカデミー間の

研修における協力に係るＭＯＵへの署名が行

われた。 

●ブルガリア大統領のＢＨ訪問（１６日～１７日） 

 １６日～１７日、ラデフ・ブルガリア大統領が

ＢＨを訪問し、大統領評議会３メンバー、クリシ

ュト閣僚評議会議長及びシュミット上級代表と

会談した。 

 ベチロビッチ大統領評議会議長は、ＢＨのＮ

ＡＴＯ加盟の重要性を改めて述べつつ、ブル

ガリアとの経済関係強化につき言及。サラエ

ボ・ソフィア間の直行便就航の検討を提案した。 

 これに対し、ツビヤノビッチＢＨ大統領評議

会セルビア系メンバーは、ＮＡＴＯ加盟等の問

題についてはＢＨ国内でも異なる見方がある

旨述べた。 

●コナコビッチ外相のウクライナ地雷除去国

際会議出席（１７日） 

 １７日、コナコビッチ外相はスイス・ローザン

ヌで開かれたウクライナ地雷除去国際会議に

出席し、パネルの司会を務めたほか、スヴィリ

デンコ・ウクライナ第一副首相兼経済大臣と会

談した。コナコビッチ外相はウクライナの領土

一体性及び主権への強い支持を述べると共

に、ＢＨのＥＵ加盟への変わらぬ強い姿勢を

強調し、ＢＨの外交・安全保障政策はＥＵと調

和しており、対ウクライナ支援を継続していくと

述べた。 

●アルバニア大統領のＢＨ訪問（２２日～２３

日） 

 ２２日～２３日、ベガイ・アルバニア大統領が

ＢＨを訪問。サラエボにおいてＢＨ大統領評議

会メンバーと会談したほか、モスタルを訪問し

コルディッチ市長と会談した。 

 ベガイ大統領はＢＨの領土一体性を支持す

る旨強調し、今後もＥＵＦＯＲミッションへの参

加を続けると述べた。また、アルバニアにとっ

てもＢＨにとっても EU はより良き生活のため

の唯一の選択肢であるとし、ロシアによるウク

ライナ侵略により加盟プロセスが加速したと述

べた。 

 ベチロビッチ大統領評議会議長は、ＢＨの戦

略的同盟国としてのアルバニアの重要性を強

調。サラエボ-ティラナ直行便の就航に意欲を

見せた。 
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●モンテネグロ大統領のＢＨ訪問（３０日） 

 ３０日、ミラトビッチ・モンテネグロ大統領がＢ

Ｈを訪問し、大統領評議会３メンバー及びクリ

シュト閣僚評議会議長と会談。特に道路及び

鉄道等のインフラ面での協力及び経済協力に

関して意見を交わした。ミラトビッチ大統領は

洪水の犠牲者に哀悼の意を表すとともに、ＥＵ

加盟に向けた両国の友好関係の発展のため

の尽力について強調した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●令和５年度草の根・人間の安全保障無

償資金協力「フォイニツァ市診療所救急車

整備計画」引渡式の実施（１１日） 

 １１日、杵渕駐ＢＨ大使は洪水被害の実

情査察を兼ね、フォイニツァ市（中央ボス

ニア・カントン）を訪問。また、令和５年度草

の根無償資金協力事業「フォイニツァ市診

療所救急車整備計画」の引渡し式に出席

した。杵渕大使は、洪水被害からの一刻も

早い復興を願う旨述べつつ、今回の支援

がフォイニツァ市民の生活の質向上及び

復興に役立つことを期待していると述べ

た。 

 

（写真：引渡式の様子） 
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３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

●産業生産指数 

 ２０２４年９月の産業生産指数は、季節調整

後数値で前月比０．１％のマイナス。また、昨

年同月比５．８％のマイナス。 

●雇用／失業率 

 ２０２４年８月の失業者登録数は３２万９，８２

９人（うち女性１９万６，０２９人）で、前月比で０．

４％プラス、前年同月比で５．８％マイナス。 

●平均給与 

 ２０２４年８月の平均給与（手取り）は１，３９２

ＫＭで、前年同月比で８．７％のプラス。 

●消費者物価指数 

 ２０２４年９月の消費者物価指数は前月比０．

１％のプラス。また、前年同月比で平均０．

８％の上昇。食料品・ノンアルコール飲料の価

格は前月比１．２％のプラス。 

●貿易収支 

 ２０２４年１月～９月のＢＨからの輸出総額は

１１８．８５億ＫＭ（前年同期比６．１％減）、ＢＨ

への輸入総額は２１３．１１億ＫＭ（前年同期

比２．６％増）。貿易収支は９４．２６億ＫＭの

赤字。 

（２）経済政策・公共事業 

●洪水被害に係る対応（４日～） 

 洪水被害の発生を受け、ＲＳ大統領府は被

災自治体に対して５万ＫＭずつの支援を決定。

ＢＨ閣僚評議会はヤブラニツァ、コニッツ、キ

セリャク、クレシェボの各自治体にそれぞれ２

０万ＫＭを拠出する旨決定した。 

●サラエボの旅行客数及び宿泊数の増加（２

１日） 

 サラエボ・カントン観光連盟によれば、本年９

月にサラエボを訪れた旅行者は約８．５万人

で、前年同月比２３％増。旅行客の宿泊数は

１８．８万泊となり、前年同月比１３％増。 

 旅行客の出身国上位はトルコ、中国、サウ

ジアラビア、クロアチア、ドイツ、米国、セルビ

ア、クウェート、英国、ポーランド。 

●国内製品の消費促進キャンペーン（２２日） 

 ＢＨ連邦商工会議所は、国内製品の消費促

進のための新たなキャンペーンを開始した。

商工会議所は、消費者が国内製品を選択す

ることがＢＨ経済の活性化の重要ファクターで

あるとし、国内製品への認定証及び商標の付

与を通して質の向上を促し、流通の促進と競

争力の強化、ＢＨのブランド力の向上に繋げ

ていく考え。現時点で、既に６０以上の企業か

ら認定証の取得申請が行われている。 

（３）経済協力 

●洪水被害に係る諸外国の支援（４日～） 

 ４日に発生した洪水被害に対し、各国が救

助部隊の派遣や支援物資の提供を実施して

いる。トルコ、ＥＵ（欧州委員会市民保護メカニ

ズム（ＵＣＰＭ））、クロアチア、セルビア、スロ

ベニア等は災害発生後から救助物資・救助隊

の派遣を行ったほか、ＵＣＰＭを通じてルーマ

ニア、アルバニア、チェコ、ポーランド等も支援

を表明。ＢＨで訓練を行っていた英国の災害

対応チームは即日被災地で救助活動に従事。

その他、米国はＵＳＡＩＤ（米国国際開発庁）を

通じ、コニッツ及びヤブラニツァに清掃用品等

の供与を行った。 

（４）民間セクター 

●サラエボ～ローマ便の就航（２０日） 

 １０月２９日、ハンガリーの格安航空会社で

あるウィズエアーによるサラエボ～ローマ便が

初運航。ローマ発のサラエボ便が同日 12時 4

分に着陸した。同区間は火・木・土の週３便の

運航となる。 

 


